
栃
木
県
条
例
第
七
十
六
号

と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
伝
統
産
品
で
あ
る
日
本
酒
を
は
じ
め
と
す
る
本
県
産
の
酒
類
及
び
本
県
産
の
原
材
料

を
使
用
し
て
生
産
さ
れ
た
酒
類
（
以
下
「
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
が
紡
ぐ
人
と
人
と
の
交

流
を
促
進
し
、
も
っ
て
県
内
の
酒
造
業
そ
の
他
関
連
産
業
の
発
展
、
地
産
地
消
（
地
域
で
生
産
さ
れ
た
農
林

水
産
物
を
当
該
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
の
促
進
及
び
郷
土
を
誇
り
愛
す
る
社
会
的
機
運
の
醸
成

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
県
の
役
割
）

第
二
条

県
は
、
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
の
普
及
促

進
に
取
り
組
む
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
の
役
割
）

第
三
条

と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
の
生
産
に
関
す
る
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
と
ち

ぎ
の
地
元
の
酒
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
の
普
及
促
進
に
主
体
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
県
及
び
他
の
事
業
者
と
相
互
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
県
民
の
協
力
）

第
四
条

県
民
は
、
県
及
び
事
業
者
が
行
う
と
ち
ぎ
の
地
元
の
酒
に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
と
ち

ぎ
の
地
元
の
酒
を
普
及
促
進
す
る
取
組
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
配
慮
）

第
五
条

県
、
事
業
者
及
び
県
民
は
、
こ
の
条
例
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
の
嗜
好
及
び
意
思
を
尊
重
す

し

る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


